
ＣＦＴ造の概要
九州大学 名誉教授
(財)建築技術教育普及ｾﾝﾀ- 九州支部長

(社)新都市ハウジング協会
CFT造普及委員会 監査委員

松井 千秋

１．CFT造建物の紹介
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ＣＦＴ造の建設例１
超高層事務所ビル
泉ガーデンタワー

資料提供：㈱日建設計



建設例１
超高層事務所ビ
ル
泉ガーデンタワー



スーパーコラム部
のアーバンコリ
ドール



ＣＦＴ造の建設例－２
超高層住宅

エルザタワー
資料提供：㈱竹中工務店



建設例２
超高層住宅
エルザタワー



建設例３

高層事務所ﾋﾞﾙ
蒲田駅前共同開発

資料提供：清水建設
㈱



建設例３ 高層事務所ﾋﾞﾙ 蒲田駅前共同開
発



○H14年国土交通省告示第464号の内容

第一 適用範囲
第二 材料
第三 鋼管に充填するコンクリートの強度
第四 コンクリートの充填
第五 鋼管に充填するコンクリートの養生
第六 コンクリートを充填する鋼管の接合
第七 柱の構造
第八 はりの構造
第九 柱とはりの仕口の構造
第十 耐久性等関係規定の指定

○H1３年国土交通省告示第1024号の内容

１．ＣＦＴ告示の概要－１

コンクリート充填鋼管造の規
定

CFT造の内部に充填されたコンクリートの許容応
力度・材料強度の規定

他の構造に較べ
施工の難易度が
高く施工に関す
る規定が多い



１．ＣＦＴ告示の概要－３ CFT造の告示解説書

ｺﾝｸﾘｰﾄ充填鋼管（CFT）造技術基準・同解説
第１章 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填鋼管（CFT）造
第２章 CFT造の概要と設計･施工上の留意点
第３章 CFT造の告示及び解説
第４章 CFT造の中間検査要領

ｺﾝｸﾘｰﾄ充填鋼管（CFT）造技術基準・同解説
の運用及び計算例等

第１章 CFT造告示の運用
第２章 「CFT造技術指針・同解説」

（新都市ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ協会）
第３章 CFT造建物の計算例



２．ＣＦＴ造の概要と設計・施工上の留
意点
2.12.1 ＣＦＴ造の特徴と効果ＣＦＴ造の特徴と効果
2.22.2 構造の特徴構造の特徴
2.32.3 耐火の特徴耐火の特徴
2.42.4 施工法の特徴施工法の特徴
2.52.5 設計施工上の留意点設計施工上の留意点
2.62.6 技術普及のための諸制度等



2.1 ＣＦＴ造の特徴と
効果１）構造の概要

①建物の適用範囲：高さ、用途制限なし
②材料の適用範囲：柱材に高強度材料を使用可
③構造形式 ：柱材を充填型の鋼管コンクリートとし
、はり 材をS造又はSRC造と
した架構を基本
④設計法 ：学会ＳＲＣ規準式および新都市ＣＦＴ
指針

相互拘束効果を考慮した設計
・軸力と曲げモーメントに対する設計
・変形性能に対する評価

２）行政上の取り扱い



CFT造を
採用した
高層建物

144 棟



CFT造を
採用した
高層建物
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効果
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2. 2 構造の特徴
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2. 2 構造の特徴

(1) 優れた構造性能 ：

⑥検証された地震に対する安全性
都市直下型の阪神・淡路大震災において、CFT造建物は、大きな被害

を受けていない

(2) 高強度材料への高い適応性
高強度材料（ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：ｃσＢ=87 N/mm２、鋼管降伏応力度：ｓσｙ

=480   N/mm２）を使用した場合においても、鋼管とｺﾝｸﾘｰﾄの一体性が

高く、互いの相乗効果により耐力及び変形性能を実験で確認



2.3 耐火の特徴



2.3 耐火の特徴



2.3 耐火の特徴



2.3 耐火の特徴

法の要求 ・・・

技術基準 ・・・ 令第107条

評価方法 ・・・ 例示：告1399号 性能検証 性能評価
又は部材ごとの
大臣認定 告1433号 大臣認定

ルートＡ ルートＢ ルートＣ

耐 火 建 築 物

令第108条の3

今回取得したCFT耐火設計法の
一般認定

耐火建築物とするためには、建築基準法上、ルートＡ、Ｂ、Ｃの３つの方
法①ルートＡでは、令第107条に定め
る技術的基準に従い、告示1399号
に定めた方法又は大臣認定構造によ
る 耐火被覆を施す

耐火被覆を取り止めるためには、

②ルートＢでは、令第108条の3に
定 め る 技 術 的 基 準 に 従 い 、 告 示
1433号に定める方法で耐火性能を
検証する必要（但し、現段階では告
示の中に、CFT造に対する規定が盛
り込まれていないなく不可） 今回
取得した一般認定を使用すればルー
トＢで可能

③ルートＣでは、令第108条の3 に
定める技術的基準に従い、耐火性能
を検証し、大臣認定を取得する必要

図 2.2-6 耐火要求と評価ルート



設計編 終了



１．ＣＦＴ告示の概要－１

告示の概要 改正／制定
の別 根拠条文 告示番号

コンクリート
充填鋼管造 制定

令第80条の2第
一号、令第36条
第2項第二号

平成14年国土交通省告示
第464号

コンクリート
充填鋼管造の
内部に充填さ
れたコンク
リートの許容
応力度及び材
料強度

改正 令第94条、令第
99条

平成13年国土交通省告示
第1024号（平成14年国土
交通省告示第462号によ
り改正）
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CFT造を採用した建物



CFT造を採用した建物



2.1 ＣＦＴ造の特徴と
効果


